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　｢ひとりで三角のおにぎりもきれい
に全部食べられたよ〜！！｣って喜んで教
えてくれました。ほっぺに頑張った証
が残ってたね。どんどん１人でもでき
ることが増えていって、その成長がお
父ちゃんもお母ちゃんも嬉しいです。
　これからもたくさんいろいろなこと
を覚えていく奏人を隣で見守ってるよ♪

　わんぱくでいたずら大好き、わが家
のおうじさま、さくくん。
　でも本当はすんごく甘えん坊！
　これからもいっぱい笑ってすくすく
育ってね。
　パパとママ、そしてらんちゃんのと
ころに生まれてきてくれてありがとう！

　この春から幼稚園生になった娘。毎
日元気に登園し帰宅すると ｢今日も楽
しかった！｣ と笑顔で一言。一日の出
来事を思い出しながら一生懸命教えて
くれます。
　外遊びではブランコが大好きで、最
近自分で漕げるようになり大喜び。こ
れからもたくさんの笑顔を見せてね。
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美さんからの紹介

▲ほし組の皆さん

　通り雨の後、太陽とともに虹が出て、雨に濡れた朝顔と太陽に向
かって元気に咲く向日葵を見ながらスイカをほおばる・・・何気な
い夏の一場面をすだれにのせて「夏」を感じる壁飾りを作りました。
すだれも、新聞紙を細く丸め、１本１本色を塗り作りました。幼稚
園最後の夏休み。いっぱい遊んで楽しい思い出をたくさん作ってね。

豊加美幼稚園
夏の風景

　このコーナーでは、市内在住の１〜３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３―２１１２】までご連絡ください。
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。
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宝
く
じ
は
、
ほ
ん
の
数

人
に
し
か
当
た
り
が
で
な

い
と
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っ
た
娘
の
ひ
と
言

で
す
。
み
ん
な
の
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は
、

自
分
の
幸
せ
で
あ
る
。
人

間
と
し
て
大
切
な
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
言

葉
で
す
。
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